
８
月
６
日
（
金
）
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
続
く
中
で
の
今
年
の

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
は
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
参
加
し
て
い

た
高
校
生
の
男
の
子
は

「
平
和
と
は
、
戦
争
が
起

き
て
い
な
い
こ
と
で
は
な

く
、
命
が
脅
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
自
由
が
抑
圧

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
」

と
意
見
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け

で
な
く
、
現
在
世
界
に
あ

る
一
万
三
千
発
の
核
兵
器

も
い
つ
、
ど
こ
に
落
ち
る

か
わ
か
ら
な
い
人
類
の
脅

威
で
す
。
核
の
傘
は
「
そ

の
下
の
人
を
守
る
盾
」
で

は
な
く
、
「
人
々
を

押
さ
え
つ
け
る
重
石
」

だ
と
思
い
ま
す
。
核

兵
器
は
人
を
守
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
、
コ
ロ

ナ
患
者
の
治
療
を
し

て

く
れ

ま
せ
ん

。

「
抑
止
力
」
で
は
な

く
「
暴
力
」
で
す
。

だ
か
ら
持
た
な
い
ほ

う
が
健
全
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
の
ベ
ア
ト
リ
ス
事
務

局
長
は
、
広
島
、
長
崎
は

歴
史
上
重
要
な
場
所
だ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
世
界
の
人
々
の
認
識

な
ら
ば
、
日
本
は
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
に
隠
れ
て
い

な
い
で
、
堂
々
と
世
界
の

核
軍
縮
の
流
れ
の
先
頭
に

立
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
実
際
に
は
、
世
界

的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強
行

開
催
や
、
広
島
と
長
崎
を

利
用
し
て
お
い
て
８
・
６

の
黙
と
う
拒
否
し
た
Ｉ
Ｏ

Ｃ
と
バ
ッ
ハ
会
長
の
言
動

を
容
認
す
る
日
本
政
府
は
、

世
界
の
人
々
か
ら
「
命
を

軽
視
す
る
方
針
」
で
あ
る

８
月
７
日
（
土
）
午
後
、

世
界
大
会
の
テ
ー
マ
別
集

会
「
考
え
よ
う
！

核
兵

器
、
経
済
、
環
境
」
の
オ

ン
ラ
イ
ン
企
画
に
参
加
し

ま
し
た
。
日
本
原
水
協
代

表
理
事
の
高
草
木
博
さ
ん

が
核
兵
器
に
つ
い
て
、
環

境
活
動
家
の
武
本
匡
弘
さ

ん
が
環
境
に
つ
い
て
、
そ

し
て
同
志
社
大
学
教
授
の

浜

矩
子
さ
ん
が
経
済
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
提
起
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

浜
さ
ん
は
安
倍
政
権
の

経
済
政
策
を
ア
ホ
ノ
ミ
ク

ス
と
評
し
て
批
判
的
な
論

評
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
継
承
す
る

菅
政
権
の
経
済
政
策
を

「
中
身
ス
カ
ス
カ
、
は
ず

れ
の
ス
カ
の
、
ス
カ
ノ
ミ

ク
ス
」
と
厳
し
く
批
判
し

て
い
ま
す
。
「
経
済
活
動

す
る
の
は
人
間
だ
け
。
人

間
の
営
み
で
あ
る
経
済
活

動
が
、
人
間
を
不
幸
に
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
」
と
し
、
「
善
き
経

済
政
策
に
は
、
均
衡
の
保

持
と
回
復
、
弱
者
救
済
の

二
つ
の
使
命
が
あ
る
」

「
経
済
政
策
の
持
つ
『
目
』

と
『
耳
』
と
『
手
』
。
善

き
経
済
政
策
は
『
共
感
し

涙
す
る
目
』
『
か
す
か
な

悲
鳴
も
聞
き
取
れ
る
耳
』

『
惜
し
み
な
く
き
め
細
か

い
公
助
の
手
』
を
持
つ
。

悪
し
き
経
済
政
策
は
『
見

て
見
ぬ
ふ
り
の
目
。
監
視

す
る
目
』
『
聞
く
耳
持
た

ず
の
耳
。
盗
聴
す
る
耳
』

『
振
り
払
う
手
。
手
繰
り

寄
せ
る
手
』
を
持
つ
」
と

表
現
し
、
今
め
ざ
す
べ
き

世
界
は
「
真
の
共
生
が
生

む
、
真
の
共
助
と
公
助
の

世
界
」
で
あ
り
、
自
助
ば

か
り
を
押
し
付
け
る
安
倍
・

菅
の
自
民
党
政
権
の
経
済

政
策
を
真
っ
向
か
ら
否
定

し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
３
名
が
互
い
へ

の
質
問
や
視
聴
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
な
が
ら
、
核

兵
器
の
開
発
や
核
の
傘
の

下
で
経
済
も
環
境
も
壊
さ

れ
て
い
く
現
在
の
世
界
情

勢
と
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
さ
れ
若
者
た
ち
が

変
え
て
い
く
こ
れ
か
ら
の

世
界
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ

の
関
連
性
を
深
め
合
い
、

充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

【
陶
山
記
】

と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
政
府
を
選
挙
で
選
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
と
恥
ず

か
し
い
の
で
、
被
爆
国
と

し
て
平
和
の
た
め
に
正
し

い
判
断
の
で
き
る
政
府
を

選
挙
で
選
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
礒
道
記
】
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◎
23
日
（
月
）

・
三
役
会

◎
24
日
（
火
）

・
法
人
学
習
会

昼
＆
夜

・
税
金
道
場

◎
26
日
（
木
）

・
陽
気
な
道
場

◎
29
日
（
日
）

・
共
済
会
定
期
総
会

◎
30
日
（
月
）

・
無
料
法
律
相
談

要
予
約

昼
２
時
～

に
っ

て
い

滞納・多重債務・サラ金の
ご相談は

『陽気な道場』へ
毎週木曜日 夜７時から

税務調査･申告・納税の
ご相談は

『税金道場』へ
毎月第１・３火曜日 夜７時から

月
次
支
援
金

事
務
局
へ
相
談
を

事
前
確
認
も
民
商
で
一
緒
に

原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
世
界
大
会

核
兵
器
、
経
済
、
環
境
の
関
連
深
め

陶
山

元
（
事
務
局
長
）
記

国と県の「月次支援金」の申請期限

国「月次支援金」
県「月次

支援金」
備考

売上

減少月

事前確認 本申請 申請

期限 申請期限 申請期限

５月分 終了 終了 終了

６月分 ～8/26㈭ ～8/31㈫ ～8/31㈫

７月分 ～9/27㈪ ～9/30㈭ ～9/30㈭

８月分 ～10/26㈫ ～10/31㈰ ～10/31㈰ 県は予定

９月分 ～11/30㈫
県は予定、

国は未定

売上が前年・前々年比で国は５割減、県は３割減で

対象になります。飲食店支援金対象者は申請不可。

核
の
傘

命
の
軽
視
を
黙
認
す
る
政
府

礒
道

拓
也
（
事
務
局
員
）
記

安佐北原水協と合同

でオンライン参加

菅政権の経済政策を厳しく批判


